
10

20

JP 7116224 B2 2022.8.9

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7116224号

(P7116224)
(24)登録日　令和4年8月1日(2022.8.1)(45)発行日　令和4年8月9日(2022.8.9)

(54)【発明の名称】　低侵襲性脊椎手術を実行するためのシステム

(51)国際特許分類
　   Ａ６１Ｆ 2/44 (2006.01)
　   Ａ６１Ｆ 2/46 (2006.01)
　   Ａ６１Ｂ 17/90 (2006.01)

ＦＩ
　Ａ６１Ｆ 2/44 　　　　 　　　
　Ａ６１Ｆ 2/46 　　　　 　　　
　Ａ６１Ｂ 17/90 　　　　 　　　

(21)出願番号　 特願2021-116499(P2021-116499)
(22)出願日　 令和3年7月14日(2021.7.14)
(62)分割の表示　 特願2018-513808(P2018-513808 

)の分割
原出願日　 平成28年9月23日(2016.9.23)

(65)公開番号　 特開2021-164809(P2021-164809 
A)

(43)公開日　 令和3年10月14日(2021.10.14)
審査請求日　 令和3年7月14日(2021.7.14)

(31)優先権主張番号　62/222,552          
(32)優先日　 平成27年9月23日(2015.9.23)
(33)優先権主張国・地域又は機関　

米国(US)

(73)特許権者　 507280675
アルファテック  スパイン，  インコーポ 
レイテッド
アメリカ合衆国  カリフォルニア州  ９２ 
００８，カールスバッド，カミノ  ヴィダ  
ローブル  １９５０

(74)代理人　 100114557
弁理士　河野  英仁

(74)代理人　 100078868
弁理士　河野  登夫

(72)発明者　 コスタビル，ジョナサン，ティ．
アメリカ合衆国  カリフォルニア  ９２１ 
３０  サンディエゴ  ＃３２２  ペル  プレ 
イス  ３８７７

審査官　 細川  翔多
最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 低 侵 襲 性 脊 椎 手 術 を 実 行 す る た め の シ ス テ ム で あ っ て 、
　 上 面 及 び 下 面 を 有 し 、 該 上 面 に 溝 が 設 け ら れ 、 前 記 下 面 に も 溝 が 設 け ら れ た イ ン プ ラ ン  
ト 本 体 を 有 す る イ ン プ ラ ン ト と 、
　 一 組 の ガ イ ド 部 材 を 有 す る ガ イ ド と を 備 え 、
　 該 一 組 の ガ イ ド 部 材 は 夫 々 、 外 科 進 入 路 を 規 定 す る 内 面 を 夫 々 有 す る 細 長 部 材 を 含 み 、
　 前 記 一 組 の ガ イ ド 部 材 は 夫 々 、 前 記 細 長 部 材 に 沿 っ て 長 さ 方 向 に 延 び 、 前 記 イ ン プ ラ ン  
ト 本 体 の 上 面 及 び 下 面 に 設 け ら れ た 溝 に 対 し 係 合 摺 動 す る よ う に し て あ る リ ブ を 有 し 、
　 前 記 ガ イ ド は 、 該 ガ イ ド の 近 位 端 に 設 け ら れ た 係 合 機 構 を 備 え 、
　 該 係 合 機 構 は 、 一 組 の 係 合 部 材 を 備 え て 前 記 ガ イ ド 部 材 の 近 位 端 を 一 体 に 固 定 す る よ う  
に し て あ り 、
　 前 記 一 組 の 係 合 部 材 は 夫 々 、 該 一 組 の 係 合 部 材 が 係 合 し た 場 合 に 貫 通 孔 を 形 成 す る よ う  
に 半 分 の 同 心 ボ ア を 備 え る
　 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 上 面 に 設 け ら れ た 溝 は 、 相 互 に 離 れ て 平 行 に 、 前 記 上 面 に 設 け ら れ た 一 対 の 溝 で あ  
り 、
　 前 記 一 組 の ガ イ ド 部 材 の 内 の 一 方 の ガ イ ド 部 材 は 、 前 記 イ ン プ ラ ン ト 本 体 の 上 面 に 設 け  
ら れ た 前 記 一 対 の 溝 に 係 合 摺 動 す る よ う に し て あ る 一 組 の リ ブ を 有 し て い る

請求項の数　10　（全16頁）
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　 請 求 項 １ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 イ ン プ ラ ン ト 本 体 の 下 面 に 設 け ら れ 、 相 互 に 離 れ て 平 行 に 設 け ら れ た 一 対 の 溝 を 更  
に 備 え 、
　 前 記 一 組 の ガ イ ド 部 材 の 内 の 他 方 の ガ イ ド 部 材 は 、 前 記 イ ン プ ラ ン ト 本 体 の 下 面 に 設 け  
ら れ た 前 記 一 対 の 溝 に 係 合 摺 動 す る よ う に し て あ る 一 組 の リ ブ を 有 し て い る
　 請 求 項 ２ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 一 組 の 係 合 部 材 は 、 第 １ 貫 通 孔 部 分 を 有 す る 筒 体 の 略 半 分 を 既 定 す る 第 １ の 筒 体 部  
分 と 、
　 第 ２ 貫 通 孔 部 分 を 有 す る 前 記 筒 体 の 残 り の 略 半 分 を 既 定 す る 第 ２ の 筒 体 部 分 と を 備 え る
　 請 求 項 １ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 一 組 の 係 合 部 材 は 更 に 夫 々 、 第 １ 及 び 第 ２ の 筒 体 部 分 の 内 側 の 凹 部 か ら 延 び る ス ペ  
ー サ を 備 え 、
　 該 ス ペ ー サ は 夫 々 、 ガ イ ド 部 材 の 近 位 端 同 士 が 相 互 に 間 隔 を 設 け て 維 持 さ れ る よ う に 、  
遠 位 端 が 互 い に 近 接 す る こ と が で き る よ う に 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 筒 体 部 分 の 対 向 面 に 対  
し て 当 接 す る よ う に し て あ る
　 請 求 項 ４ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 リ ブ は 夫 々 、 溝 夫 々 の 深 さ よ り も 長 い 寸 法 で あ り 、 前 記 イ ン プ ラ ン ト 本 体 の 外 面 を  
前 記 一 組 の ガ イ ド 部 材 の 内 面 か ら 離 し て 位 置 決 め す る
　 請 求 項 １ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 溝 は 、 筒 状 の 窪 み に よ り 形 成 さ れ て い る
　 請 求 項 ５ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 溝 は 、 対 と な っ た 溝 で あ る
　 請 求 項 ７ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 溝 は 二 対 の 溝 で あ り 、
　 該 二 対 の 溝 の 内 の 一 対 の 溝 は 、 前 記 イ ン プ ラ ン ト 本 体 の 上 面 に 設 け ら れ て お り 、
　 他 の 一 対 の 溝 は 、 前 記 イ ン プ ラ ン ト 本 体 の 下 面 に 設 け ら れ て い る
　 請 求 項 ８ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 一 対 の 溝 は 夫 々 、 前 記 イ ン プ ラ ン ト 本 体 の 上 面 及 び 下 面 夫 々 に お け る 両 側 部 に 設 け  
ら れ て い る
　 請 求 項 ９ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 患 者 の 回 復 期 間 を 短 縮 す る こ と を 可 能 と す る イ ン プ ラ ン ト 、 該 イ ン プ ラ ン ト の 挿 入 ガ イ  
ド 、 並 び に 外 科 進 入 路 （ S u r g i c a l  c o r r i d o r ） に イ ン プ ラ ン ト を 挿 入 す る シ ス テ ム を 提 供  
す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 低 侵 襲 性 脊 椎 外 科 手 術 と い う 手 法 が 知 ら れ て い る 。 こ の よ う な 手 法 は 、 隣 り 合 う 椎 骨 の  
間 に 直 接 的 に 挿 入 す る イ ン プ ラ ン ト を 用 い る 。 こ の イ ン プ ラ ン ト の 挿 入 は 、 外 科 進 入 路 を  
通 じ て 行 な わ れ る 。 外 科 進 入 路 は 、 ブ レ ー ド を 有 す る レ ト ラ ク タ 等 の 器 具 に よ り 生 成 さ れ  
る 。 こ の 外 科 進 入 路 は 、 イ ン プ ラ ン ト が 手 術 部 位 へ 到 達 す る よ う に 、 イ ン プ ラ ン ト が 通 る  



10

20

30

40

50

JP 7116224 B2 2022.8.9(3)

寸 法 と し て あ る 。 そ し て レ ト ラ ク タ の ブ レ ー ド は イ ン プ ラ ン ト 処 理 中 、 筋 肉 組 織 間 が 離 れ  
る よ う に 筋 肉 を 保 持 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 こ の 手 術 部 位 に お け る 筋 肉 の 長 期 間 の 緊 張 が 、 患 者 の 回 復 期 間 に 直 接 的  
に 関 係 す る こ と が 知 ら れ て い る 。 特 に 、 レ ト ラ ク タ が 筋 肉 を 、 離 し て 保 持 し て い る 時 間 が  
長 い 程 、 回 復 期 間 が 長 く な る 。 筋 肉 は 、 イ ン プ ラ ン ト を 手 術 部 位 へ 挿 入 す る た め に 必 要 な  
時 間 中 の み な ら ず 、 イ ン プ ラ ン ト 本 体 の 空 隙 内 を 骨 補 填 材 で 満 た す た め の 時 間 中 も 、 外 科  
進 入 路 を 生 成 す る た め に 、 筋 肉 組 織 間 に 隙 間 を 設 け て 保 持 さ れ る 。 回 復 期 間 を 短 縮 す る た  
め に 、 筋 肉 の 緊 張 期 間 を 削 減 す る ガ イ ド が 備 え ら れ る こ と が 依 然 と し て 望 ま れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 更 に 、 現 状 の レ ト ラ ク タ は イ ン プ ラ ン ト が 挿 通 可 能 な 外 科 進 入 路 を 提 供 す る 。 こ の よ う  
な 外 科 進 入 路 で は 、 レ ト ラ ク タ の ブ レ ー ド の 内 面 と 、 イ ン プ ラ ン ト 外 面 と の 間 の 所 定 量 の  
隙 間 が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 外 科 医 は 、 イ ン プ ラ ン ト を そ の 外 科 進 入 路 内 を 手 作 業 で 通  
過 さ せ る 。 し た が っ て 、 手 術 部 位 へ 外 科 進 入 路 の 軸 方 向 に 沿 っ て イ ン プ ラ ン ト を 保 持 す る  
ガ イ ド が 備 え ら れ る こ と も 依 然 と し て 望 ま れ る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 面 及 び 下 面 に 対 と な る 溝 が 設 け ら れ た イ ン プ ラ ン ト 本 体 を 備 え る イ ン プ ラ ン ト が 提 供  
さ れ る 。 該 イ ン プ ラ ン ト は 、 ガ イ ド を 用 い た 使 用 に 適 合 す る 。 こ の ガ イ ド は 、 一 組 の ガ イ  
ド 部 材 及 び 係 合 機 構 を 含 む 。 各 ガ イ ド 部 材 は 、 細 長 部 材 を 含 む 。 前 記 係 合 機 構 は 細 長 部 材  
の 近 位 端 に 設 け ら れ て い る 。 前 記 係 合 機 構 は 、 一 組 の ガ イ ド 部 材 に 夫 々 含 ま れ る 前 記 細 長  
部 材 を 一 体 に 保 持 す る よ う に し て あ り 、 前 記 細 長 部 材 の 近 位 端 が 所 定 の 間 隔 を 設 け て 互 い  
に 離 れ る よ う に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 記 細 長 部 材 は そ の 両 側 辺 部 に 、 長 さ 方 向 に 延 び る 一 組 の リ ブ を 備 え る 。 こ れ ら の リ ブ  
は 夫 々 、 ガ イ ド 部 材 の 内 面 に 形 成 さ れ て お り 、 イ ン プ ラ ン ト の 上 面 及 び 下 面 に 設 け ら れ て  
い る 対 応 す る 溝 に 係 合 す る よ う に し て あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 記 係 合 機 構 は 、 一 組 の 係 合 部 材 を 備 え 、 該 係 合 部 材 は 対 で 、 ガ イ ド 部 材 夫 々 の 近 位 端  
間 の 間 隔 を 維 持 す る よ う に 作 用 す る 。 こ の 一 組 の 係 合 部 材 は 、 挿 入 体 が 挿 通 可 能 な 貫 通 孔  
を 形 成 す る よ う な 形 状 と し て あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 外 科 進 入 路 を 通 じ て 手 術 部 位 に イ ン プ ラ ン ト を 挿 入 す る た め の シ ス テ ム 及 び 挿 入 方 法 が  
更 に 提 供 さ れ る 。 こ の シ ス テ ム は 、 一 対 の 溝 が 設 け ら れ た 本 体 を 有 す る イ ン プ ラ ン ト を 備  
え る 。 該 一 対 の 溝 は 、 イ ン プ ラ ン ト の 上 面 及 び 下 面 の 両 方 に 一 本 ず つ 設 け ら れ る 構 成 と し  
て も よ い 。 前 記 シ ス テ ム は 更 に ガ イ ド を 備 え る 。 前 記 イ ン プ ラ ン ト は 該 ガ イ ド を 用 い た 使  
用 に 適 合 す る 。 こ の ガ イ ド は 、 一 組 の ガ イ ド 部 材 及 び 係 合 機 構 を 備 え る 。 各 ガ イ ド 部 材 は  
、 細 長 部 材 を 備 え る 。 係 合 機 構 は 、 前 記 細 長 部 材 の 近 位 端 夫 々 に 設 け ら れ て い る 。 前 記 係  
合 機 構 は 、 一 組 の ガ イ ド 部 材 に 夫 々 含 ま れ る 前 記 細 長 部 材 を 一 体 に 保 持 す る よ う に し て あ  
り 、 前 記 細 長 部 材 の 近 位 端 が 所 定 の 間 隔 を 設 け て 互 い に 離 れ る よ う に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 細 長 部 材 は そ の 両 側 辺 部 に 、 長 さ 方 向 に 対 し て 伸 び る 一 組 の リ ブ を 備 え る 。 こ れ ら  
の リ ブ は 夫 々 、 ガ イ ド 部 材 の 内 面 に 形 成 さ れ て お り 、 イ ン プ ラ ン ト の 上 面 及 び 下 面 に 設 け  
ら れ て い る 対 応 す る 溝 に 係 合 す る よ う に し て あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 係 合 機 構 は 、 互 い に 係 合 す る よ う に し て あ る 一 組 の 係 合 部 材 を 含 み 、 該 係 合 部 材 は  
対 で 、 ガ イ ド 部 材 夫 々 の 近 位 端 間 の 間 隔 を 維 持 す る よ う に 作 用 す る 。 こ の 一 組 の 係 合 部 材  
は 、 挿 入 体 が 挿 通 可 能 な 貫 通 孔 を 形 成 す る よ う な 形 状 と し て あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 挿 入 方 法 は 、 レ ト ラ ク タ に よ り 生 成 さ れ る 外 科 進 入 路 へ 前 記 ガ イ ド 部 材 を 挿 入 す る 処 理  
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を 含 む 。 前 記 レ ト ラ ク タ は 、 筋 肉 組 織 が 前 記 ガ イ ド 部 材 の 遠 位 端 で 締 ま る こ と が 可 能 に 、  
外 科 進 入 路 か ら 引 き 出 さ れ て も よ い 。 こ れ に よ り 、 手 術 部 位 周 辺 で の 筋 肉 組 織 の 緊 張 を 削  
減 す る こ と が で き る 。 前 記 イ ン プ ラ ン ト は ガ イ ド 部 材 間 の 前 記 ガ イ ド の 近 位 端 に 、 ガ イ ド  
部 材 の リ ブ が 夫 々 イ ン プ ラ ン ト の 上 面 及 び 下 面 に 設 け ら れ た 溝 に 揃 う よ う に し て 配 置 さ れ  
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 挿 入 方 法 は 、 挿 入 体 に 係 合 部 材 の 貫 通 孔 内 を 挿 通 さ せ 、 手 術 部 位 へ 向 け て 外 科 進 入  
路 内 に イ ン プ ラ ン ト を 押 し 込 む 処 理 を 含 む 。 手 術 部 位 で は 、 イ ン プ ラ ン ト 自 身 が 手 術 部 位  
へ 移 動 す る こ と で イ ン プ ラ ン ト が 外 科 進 入 路 を 拡 開 し 、 こ れ に よ り 緊 張 し た 状 態 で 筋 肉 を  
露 出 さ せ る こ と を 削 減 す る 。 こ れ に よ り 回 復 期 間 を 短 縮 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 な お 図 面 と 共 に 以 下 に 開 示 さ れ る 実 施 の 形 態 は 、 例 示 で あ っ て 特 許 請 求 の 範 囲 に よ り 定  
義 さ れ る 本 願 趣 旨 を 限 定 す る も の で は な い 。 実 施 の 形 態 に お け る 説 明 は 、 同 様 の 構 成 部 に  
は 同 様 の 符 号 を 付 し た 以 下 の 図 面 を 参 照 し て 解 読 さ れ る こ と で 容 易 に 理 解 が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ４ 】
【 図 １ 】 イ ン プ ラ ン ト の 上 面 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 し た イ ン プ ラ ン ト の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 し た イ ン プ ラ ン ト の 前 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ に 示 し た イ ン プ ラ ン ト の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 一 組 の ガ イ ド 部 材 の 内 の 一 方 の 内 部 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ に 示 し た ガ イ ド 部 材 の 外 面 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ５ に 示 し た ガ イ ド 部 材 の 内 面 を 示 す 上 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ の ８ － ８ 線 で の ガ イ ド 部 材 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 一 組 の ガ イ ド 部 材 に よ り 生 成 さ れ た 外 科 進 入 路 を 通 じ て 押 し 込 ま れ た イ ン プ ラ ン  
ト の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ９ Ａ 】 外 科 進 入 路 を 生 成 す る レ ト ラ ク タ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ Ｂ 】 レ ト ラ ク タ に よ り 生 成 さ れ た 外 科 進 入 路 内 で レ ト ラ ク タ の ブ レ ー ド の 間 に 挿 入  
さ れ た 一 組 の ガ イ ド 部 材 に よ る ガ イ ド と 、 一 組 の ガ イ ド 部 材 の 間 の イ ン プ ラ ン ト と を 示 す  
図 で あ る 。
【 図 ９ Ｃ 】 外 科 進 入 路 か ら 取 り 除 か れ た 図 ９ Ｂ の レ ト ラ ク タ 、 及 び 、 手 術 部 位 へ 向 け て ガ  
イ ド に よ っ て 生 成 さ れ た 外 科 進 入 路 へ 更 に 押 し 進 む イ ン プ ラ ン ト を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ Ｄ 】 図 ９ Ｃ に 関 し 手 術 部 位 へ 向 け て 外 科 進 入 路 内 を 進 行 す る イ ン プ ラ ン ト を 示 す 図  
で あ る 。
【 図 ９ Ｅ 】 手 術 部 位 に 移 植 さ れ た イ ン プ ラ ン ト を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ Ａ 】 近 位 端 側 を 向 く 一 組 の ガ イ ド 部 材 を 遠 位 端 か ら 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ Ｂ 】 図 ９ に 示 し た 一 組 の ガ イ ド 部 材 を 遠 位 端 か ら 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 係 合 機 構 の 他 の 実 施 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ １ に 示 し た 係 合 機 構 の 部 分 拡 大 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 手 術 部 位 へ イ ン プ ラ ン ト を 挿 入 す る 挿 入 方 法 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 外 科 進 入 路 に 沿 っ て ガ イ ド さ れ る よ う に し て あ る イ ン プ ラ ン ト を 提 供 す る 。 こ の イ ン プ  
ラ ン ト は 、 上 面 及 び 下 面 、 １ 対 の 側 壁 、 近 位 端 及 び 反 対 側 の 遠 位 端 を 有 す る イ ン プ ラ ン ト  
本 体 を 備 え る 。 前 記 上 面 及 び 下 面 は 、 遠 位 端 及 び 近 位 端 に 夫 々 テ ー パ 面 を 有 し て い て も よ  
い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 イ ン プ ラ ン ト は 、 隣 接 す る 椎 骨 に 対 し て イ ン プ ラ ン ト を 係 合 さ せ る よ う に し て あ る キ ャ  
ッ チ 構 造 を 備 え る 。 一 実 施 形 態 で は 、 該 キ ャ ッ チ 構 造 は 、 イ ン プ ラ ン ト 本 体 の 上 面 及 び 下  
面 の 両 面 に 形 成 さ れ た 複 数 の リ ッ ジ に よ り 構 成 さ れ る 。 イ ン プ ラ ン ト 本 体 の 側 面 は 、 概 ね  
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滑 ら か で あ る 。 一 実 施 形 態 で は 、 イ ン プ ラ ン ト 本 体 の 上 面 及 び 下 面 の 側 辺 部 に 一 対 の 溝 が  
備 え ら れ て い る 。 こ れ ら の 溝 は 、 イ ン プ ラ ン ト 本 体 上 面 及 び 下 面 の 対 応 す る 二 辺 に 沿 っ て  
長 さ 方 向 に 延 び て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 イ ン プ ラ ン ト は 、 生 体 骨 の 成 長 材 料 を 保 持 す る よ う に し て あ る 少 な く も １ つ の 生 体 腔 を  
備 え る 。 こ の 生 体 腔 は 、 イ ン プ ラ ン ト 本 体 の 両 側 辺 の 間 に 延 び る 内 壁 に よ り 分 割 さ れ て い  
て も よ い 。 隣 接 す る 椎 骨 間 の 位 置 に イ ン プ ラ ン ト が 保 た れ る よ う 、 一 連 の 脊 椎 手 術 中 に 、  
骨 の 移 植 材 料 が 該 生 体 腔 内 に 挿 入 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 下 で は 、 遠 位 と い う 用 語 は 、 イ ン プ ラ ン ト 又 は 器 具 の 手 術 部 位 へ 進 む 側 の 端 の こ と を  
い い 、 近 位 端 は 遠 位 端 の 反 対 側 の 端 を い う 。 ま た 以 下 で は 、 手 術 部 位 は 、 イ ン プ ラ ン ト が  
挿 入 さ れ る 場 所 の こ と を い う 。 説 明 に お い て イ ン プ ラ ン ト は 、 低 侵 襲 性 脊 椎 外 科 手 術 で 使  
用 さ れ る も の と す る 。 こ の 場 合 手 術 部 位 は 、 隣 接 す る 椎 骨 の 間 の 空 間 の こ と で あ る 。 外 科  
進 入 路 は 、 身 体 内 で の 手 術 部 位 へ の 通 路 と な る よ う に 身 体 内 に 生 成 さ れ る 細 長 い 孔 の こ と  
を い う 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 一 組 の ガ イ ド 部 材 を 有 す る ガ イ ド が 提 供 さ れ る 。 こ の 一 組 の ガ イ ド 部 材 は 、 間 隔 を 設 け  
て 配 置 さ れ る よ う に 近 位 端 で 組 み 合 わ さ れ 、 外 科 進 入 路 を 生 成 す る よ う に し て あ る 。 ガ イ  
ド 部 材 は 夫 々 、 概 ね 細 長 い 部 材 で あ る ガ イ ド 本 体 を 備 え る 。 ガ イ ド 部 材 は 夫 々 、 外 面 及 び  
内 面 を 有 し て い る 。 内 面 は 、 外 科 進 入 路 に 空 間 と し て 連 通 し て い る 。 一 実 施 形 態 で は 、 一  
組 の ガ イ ド 部 材 夫 々 の 内 面 に は 、 ガ イ ド 部 材 の 両 側 面 に 沿 っ て 長 さ 方 向 に 延 び る 一 組 の リ  
ブ が 備 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 係 合 機 構 は 、 ガ イ ド の 近 位 端 に 設 け ら れ て い る 。 係 合 機 構 は 、 ガ イ ド 部 材 の 近 位 端 を 一  
体 に 固 定 す る よ う に し て あ る 。 係 合 機 構 は 、 一 組 の 係 合 部 材 を 備 え る 。 係 合 部 材 は 夫 々 、  
係 合 部 材 が 係 合 し た と き に 貫 通 孔 を 形 成 す る よ う に 、 半 分 の 同 心 ボ ア を 備 え る 。 な お そ の  
貫 通 孔 は 、 挿 入 体 の ロ ッ ド が 内 部 で 摺 動 が 可 能 に 配 置 し て あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 イ ン プ ラ ン ト １ ０ が 例 示 さ れ て い る 。 イ ン プ ラ ン ト １ ０ は 、 上 面 １  
４ 及 び 該 上 面 １ ４ の 反 対 面 で あ る 下 面 １ ６ 、 近 位 端 １ ８ 及 び 該 近 位 端 １ ８ の 反 対 側 の 遠 位  
端 ２ ０ 、 並 び に 、 互 い に 反 対 面 と な る 一 対 の 側 壁 ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ を 有 す る イ ン プ ラ ン ト 本  
体 １ ２ を 備 え る 。 イ ン プ ラ ン ト 本 体 １ ２ の 近 位 端 １ ８ 及 び 遠 位 端 ２ ０ に は 、 隣 接 す る 椎 骨  
（ 図 ９ Ｃ － ９ Ｅ ） の 間 へ の イ ン プ ラ ン ト １ ０ の 挿 入 を 容 易 に す る よ う に 、 テ ー パ 面 が 形 成  
さ れ て い て も よ い 。 イ ン プ ラ ン ト １ ０ は 更 に 、 骨 補 填 材 の よ う な 生 体 材 料 を 保 持 す る 生 体  
腔 ２ ４ を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ は 、 イ ン プ ラ ン ト １ ０ の 上 面 １ ４ を 示 し て い る 。 な お イ ン プ ラ ン ト １ ０ の 下 面 １ ６  
も イ ン プ ラ ン ト １ ０ の 上 面 １ ４ と 同 様 で あ る と 認 識 さ れ る べ き で あ る 。 イ ン プ ラ ン ト １ ０  
の 上 面 １ ４ に は 、 イ ン プ ラ ン ト 本 体 １ ２ の 遠 位 端 ２ ０ か ら 近 位 端 １ ８ へ 延 び る 軸 に 沿 っ て  
一 対 の 溝 ２ ８ が 設 け ら れ て い る 。 こ れ ら の 溝 ２ ８ は 、 イ ン プ ラ ン ト 本 体 １ ２ の 上 面 １ ４ 及  
び 下 面 １ ６ の 夫 々 に 形 成 さ れ た 複 数 の 概 ね 管 状 の 窪 み ２ ８ ａ に よ り 形 成 さ れ て い る 。 こ れ  
ら の 概 ね 管 状 の 窪 み ２ ８ ａ は 夫 々 、 互 い に 長 さ 方 向 に 沿 っ て 並 列 し て お り 、 イ ン プ ラ ン ト  
１ ０ の 上 面 １ ４ 及 び 下 面 １ ６ の 夫 々 の 側 辺 部 に 溝 ２ ８ を 形 成 し て い る 。 溝 ２ ８ は 、 イ ン プ  
ラ ン ト 本 体 １ ２ の 長 さ 全 体 に 亘 っ て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 示 す る イ ン プ ラ ン ト １ ０ は 、 各 々 に 骨 の 成 長 材 料 が 充 填 さ れ た ３ つ の 生 体 腔 ２ ４ を 備  
え て い る 。 な お イ ン プ ラ ン ト １ ０ は 、 １ 又 は 複 数 の 生 体 腔 ２ ４ を 備 え て も よ い と 認 識 さ れ  
る べ き で あ る 。 こ の ３ つ の 生 体 腔 ２ ４ は 、 互 い に 間 隔 を 設 け て 配 置 さ れ 、 側 壁 ２ ２ ａ ， ２  
２ ｂ の 間 に 架 け 渡 さ れ た ２ つ の 内 壁 ２ ６ ａ ， ２ ６ ｂ に よ っ て 区 分 け さ れ て い る 。 内 壁 ２ ６  
ａ ， ２ ６ ｂ は 、 骨 の 成 長 材 料 の 供 給 を 受 け る た め の 貫 通 孔 ２ ６ ｃ を 備 え て も よ い 。
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【 ０ ０ ２ ４ 】
　 イ ン プ ラ ン ト １ ０ は 更 に 、 隣 接 す る 椎 骨 に 対 し て イ ン プ ラ ン ト １ ０ を 係 合 さ せ る よ う に  
し て あ る キ ャ ッ チ 構 造 ３ ０ を 備 え る 。 一 実 施 形 態 で は 、 キ ャ ッ チ 構 造 ３ ０ は 、 複 数 の リ ッ  
ジ ３ ０ ａ を 備 え る 。 リ ッ ジ ３ ０ ａ は 上 面 １ ４ 及 び 下 面 １ ６ の 両 面 に 、 イ ン プ ラ ン ト 本 体 １  
２ の 幅 方 向 に 亘 っ て 設 け ら れ て い る 。 リ ッ ジ ３ ０ ａ は 図 示 す る よ う に 、 手 術 部 位 ２ ０ ０ （  
図 ４ 参 照 ） へ 、 イ ン プ ラ ン ト １ ０ を 容 易 に 導 入 さ せ る た め の ス ロ ー プ 面 を 有 し て い る 。 リ  
ッ ジ ３ ０ ａ は 、 更 に 隣 接 す る よ う に 椎 骨 １ ０ ０ の 間 に イ ン プ ラ ン ト １ ０ を 維 持 さ せ る 牽 引  
力 を も た ら す 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 イ ン プ ラ ン ト １ ０ の 近 位 端 １ ８ は 、 イ ン プ ラ ン ト １ ０ を 外 科 進 入 路 ３ ２ ０ に 沿 っ て 押 し  
込 み 易 く す る た め に 、 挿 入 体 ４ ０ ０ （ 図 ８ Ｂ 参 照 ） の ヘ ッ ド ４ ０ ２ が 嵌 る 寸 法 と し て あ る  
キ ャ ッ チ ャ ３ ２ を 備 え る 。 キ ャ ッ チ ャ ３ ２ は 図 示 す る よ う に 、 イ ン プ ラ ン ト 本 体 １ ２ の 側  
壁 ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ の 間 に 延 び る ス ロ ッ ト 状 で あ り 、 イ ン プ ラ ン ト 本 体 １ ２ の 上 面 １ ４ 及 び  
下 面 １ ６ の 間 に 、 そ れ ら か ら 概 ね 等 距 離 の 位 置 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ２ は 、 図 １ に 示 し た 上 面 １ ４ の 上 面 図 で あ る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 溝 ２ ８ は 、 イ ン プ  
ラ ン ト １ ０ の 側 壁 ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ に 夫 々 沿 う よ う に し て 形 成 さ れ て い る 。 溝 ２ ８ は ま た 、  
イ ン プ ラ ン ト 本 体 １ ２ の 内 壁 ２ ６ ａ ， ２ ６ ｂ に も 形 成 さ れ て い る 。 図 ３ は 、 イ ン プ ラ ン ト  
本 体 １ ２ の 上 面 １ ４ 及 び 下 面 １ ６ に 沿 っ て 形 成 さ れ て い る 溝 ２ ８ を 示 す イ ン プ ラ ン ト １ ０  
の 前 面 図 で あ る 。 図 ３ は ま た 、 溝 ２ ８ が ど の よ う に し て 概 ね 均 一 な 径 を 持 つ 断 面 Ｃ 字 （ 円  
弧 ） 状 に 形 成 さ れ て い る か を 示 し て い る 。 な お 図 ２ で は 、 溝 ２ ８ を 形 成 す る 管 状 の 窪 み ２  
８ ａ 夫 々 の 周 面 が 、 イ ン プ ラ ン ト 本 体 １ ２ の 上 面 １ ４ 及 び 下 面 １ ６ 夫 々 の 輪 郭 に お け る 長  
手 方 向 で ど の よ う に 変 化 し て い る か が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ４ は 、 イ ン プ ラ ン ト １ ０ の 近 位 端 １ ８ に 設 け ら れ た キ ャ ッ チ ャ ３ ２ を 示 す イ ン プ ラ ン  
ト １ ０ の 側 面 図 で あ る 。 図 ４ は ま た 、 イ ン プ ラ ン ト １ ０ を 全 体 と し て 概 ね 弾 丸 形 状 と な ら  
し め て い る テ ー パ 面 が イ ン プ ラ ン ト １ ０ の 遠 位 端 ２ ０ に て ど の よ う に 形 成 さ れ て い る か を  
示 し て い る 。 テ ー パ 面 が 形 成 さ れ て い る こ と に よ り 、 隣 接 す る 椎 骨 １ ０ ０ （ 図 ９ Ｅ ） の 間  
に イ ン プ ラ ン ト １ ０ が 割 り 込 ん で い く こ と が 容 易 に な る 。 リ ッ ジ ３ ０ ａ は 、 イ ン プ ラ ン ト  
１ ０ の 上 面 １ ４ 及 び 下 面 １ ６ の 両 方 に 現 れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ５ 、 図 ６ 、 図 ７ 、 図 ８ Ａ 及 び 図 ８ Ｂ 、 図 ９ 、 図 ９ Ａ － ９ Ｅ 、 並 び に 図 １ ０ を 参 照 し て  
、 ガ イ ド ３ ４ の 実 施 形 態 を 示 し 説 明 す る 。 ガ イ ド ３ ４ は 、 一 組 の ガ イ ド 部 材 ３ ６ ａ ， ３ ６  
ｂ を 備 え る 。 ガ イ ド 部 材 ３ ６ ａ ， ３ ６ ｂ は 夫 々 、 概 ね 細 長 い 部 材 で あ る 。 図 ５ は 、 一 組 の  
ガ イ ド 部 材 ３ ６ ａ ， ３ ６ ｂ の 内 の 一 方 で あ る ガ イ ド 部 材 ３ ６ ａ を 示 し 、 図 ６ は 、 他 方 の ガ  
イ ド 部 材 ３ ６ ｂ を 示 し て い る 。 ガ イ ド 部 材 ３ ６ ａ ， ３ ６ ｂ は 、 弾 性 を 有 し 耐 久 性 が 高 い チ  
タ ン 等 の 材 料 製 で あ っ て も よ い 。 ま た ガ イ ド 部 材 ３ ６ ａ ， ３ ６ ｂ は 、 内 面 ３ ８ 及 び 外 面 ４  
０ を 有 し て い る 。 な お 内 面 ３ ８ は 、 外 科 進 入 路 ３ ２ ０ （ 図 ８ Ｂ ） を 生 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 内 面 ３ ８ の 形 状 は 図 ５ に 示 す 通 り で あ り 、 外 面 ４ ０ に つ い て も 図 ６ に 示 す 通 り で あ る 。  
ガ イ ド 部 材 ３ ６ ａ ， ３ ６ ｂ は 、 細 長 部 材 ４ ２ を 備 え 、 該 細 長 部 材 ４ ２ の 両 側 辺 部 に は 、 細  
長 半 割 型 角 筒 部 材 ４ ４ ｃ を な す よ う に 一 組 の リ ブ ４ ４ ａ ， ４ ４ ｂ が 設 け ら れ て い る 。 リ ブ  
４ ４ ａ ， ４ ４ ｂ は 、 細 長 部 材 ４ ２ の 長 さ 方 向 に 延 び て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ガ イ ド ３ ４ は 更 に 、 ガ イ ド ３ ４ の 近 位 端 に 設 け ら れ た 係 合 機 構 ４ ６ を 備 え る 。 係 合 機 構  
４ ６ は 、 ガ イ ド 部 材 ３ ６ ａ ， ３ ６ ｂ の 近 位 端 を 結 合 す る よ う に し て あ り 、 ま た 、 挿 入 体 が  
挿 通 可 能 な 孔 を 形 成 す る よ う に し て あ る 。 一 実 施 形 態 に お い て 係 合 機 構 ４ ６ は 、 貫 通 孔 ５  
２ （ 図 ９ Ｃ 及 び 図 １ ０ ａ 参 照 ） が 設 け ら れ た 概 ね 筒 体 ５ ０ を 形 成 す る よ う に 一 体 に 結 合 さ  
れ る か 又 は 係 合 す る 一 組 の 係 合 部 材 ４ ８ ａ ， ４ ８ ｂ を 備 え る 。 係 合 機 構 ４ ６ は 、 ガ イ ド ３  
４ の 近 位 端 を 一 体 に 保 持 す る よ う に し て あ り 、 挿 入 体 ４ ０ ０ （ 例 え ば 、 図 ８ Ｂ 及 び 図 ９ Ｃ  
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を 参 照 ） の 通 路 を 提 供 す る よ う に し て あ る 。 ガ イ ド ３ ４ の 遠 位 端 は い ず れ も 自 由 端 で あ る  
。 特 に 、 ガ イ ド 部 材 ３ ６ ａ ， ３ ６ ｂ の 遠 位 端 は 相 互 に 自 由 に 動 く こ と が で き る 。 ガ イ ド 部  
材 ３ ６ ａ ， ３ ６ ｂ の 遠 位 端 は 、 隣 接 す る 椎 骨 １ ０ ０ の 間 に ガ イ ド ３ ４ を 挿 入 す る 手 掛 か り  
を 探 し や す く す る よ う に 尖 ら せ て あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ５ は ま た 、 一 組 の 係 合 部 材 ４ ８ ａ ， ４ ８ ｂ の 内 の 一 方 で あ る 係 合 部 材 ４ ８ ａ を 示 す よ  
う に 、 一 組 の ガ イ ド 部 材 ３ ６ ａ ， ３ ６ ｂ の 内 の 一 方 で あ る ガ イ ド 部 材 ３ ６ ａ の 内 面 ３ ８ を  
示 す 図 で あ る 。 係 合 部 材 ４ ８ ａ は 、 筒 体 ５ ０ の 略 半 割 体 を 規 定 す る 第 １ の 筒 体 部 分 ５ ０ ａ  
と 、 貫 通 孔 ５ ２ の 半 分 を 形 成 す る 第 １ の 貫 通 孔 部 分 ５ ２ ａ と を 備 え る 。 係 合 部 材 ４ ８ ｂ は  
、 係 合 部 材 ４ ８ ａ と 係 合 す る よ う に 構 成 さ れ て い る と 認 識 さ れ る べ き で あ り 、 こ れ に よ り  
２ つ で 、 内 部 に 貫 通 孔 ５ ２ を 有 す る 概 ね 筒 体 ５ ０ を 形 成 す る よ う に し て あ る 。 即 ち 係 合 部  
材 ４ ８ ｂ は 、 筒 体 ５ ０ の も う 片 方 の 略 半 割 体 を 形 成 す る 第 ２ の 筒 体 部 分 ５ ０ ｂ と 、 貫 通 孔  
５ ２ の も う 片 方 の 半 分 を 形 成 す る 第 ２ の 貫 通 孔 部 分 ５ ２ ｂ と を 備 え る 。 つ ま り 、 第 １ の 筒  
体 部 分 ５ ０ ａ は 半 分 の 同 心 ボ ア を 形 成 し 、 第 ２ の 筒 体 部 分 ５ ０ ｂ は も う 一 方 の 半 分 の 同 心  
ボ ア を 形 成 し 、 ２ つ の 半 割 の 同 心 ボ ア が 貫 通 孔 ５ ２ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 係 合 部 材 ４ ８ ａ ， ４ ８ ｂ は 更 に 、 第 １ 及 び 第 ２ の 筒 体 部 分 ５ ０ ａ ， ５ ０ ｂ 夫 々 の 内 側 の  
凹 部 か ら 延 び る ス ペ ー サ ５ ４ ａ ， ５ ４ ｂ を 備 え る 。 ス ペ ー サ ５ ４ ｂ は 、 図 ５ に 示 し た ス ペ  
ー サ ５ ４ ａ と 貫 通 孔 ５ ２ （ 図 １ ０ Ａ 参 照 ） を 介 し て 反 対 側 に 位 置 し て い る 。 係 合 部 材 ４ ８  
ａ ， ４ ８ ｂ が 共 に 配 置 さ れ て 係 合 し た 場 合 、 外 科 進 入 路 ３ ２ ０ を 生 成 す る た め に 、 互 い に  
離 れ る よ う に 配 置 さ れ る ガ イ ド 部 材 ３ ６ ａ ， ３ ６ ｂ 夫 々 の 細 長 部 材 ４ ２ が 、 所 定 の 間 隔 を  
設 け て 配 置 さ れ る 。 ス ペ ー サ ５ ４ ａ は 第 ２ の 筒 体 部 分 ５ ０ ｂ の 、 ス ペ ー サ ５ ４ ｂ は 第 １ の  
筒 体 部 分 ５ ０ ａ の 対 向 面 に 対 し て 当 接 す る よ う に し て あ る 。 こ れ に よ り ガ イ ド 部 材 ３ ６ ａ  
， ３ ６ ｂ の 近 位 端 が 相 互 に 間 隔 を 設 け て 維 持 さ れ る よ う に 作 用 し 、 ガ イ ド 部 材 ３ ６ ａ ， ３  
６ ｂ の 遠 位 端 が 互 い に 近 接 す る こ と が で き る よ う に 作 用 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 １ ０ Ａ で は 、 互 い に 組 み 合 わ さ れ た 一 組 の ガ イ ド 部 材 ３ ６ ａ ， ３ ６ ｂ の ガ イ ド ３ ４ の  
遠 位 端 側 か ら の 図 が 示 さ れ て い る 。 図 １ ０ Ａ は 、 係 合 部 材 ４ ８ ａ ， ４ ８ ｂ が 共 に 固 定 さ れ  
、 外 科 進 入 路 ３ ２ ０ が 生 成 さ れ て い る 状 態 で の 一 組 の ガ イ ド 部 材 ３ ６ ａ ， ３ ６ ｂ を 示 し て  
い る 。 図 １ ０ Ａ に 示 す よ う に 、 ４ つ の リ ブ ４ ４ ａ ， ４ ４ ｂ が 示 さ れ て い る 。 一 組 の リ ブ ４  
４ ａ ， ４ ４ ｂ は 、 第 １ の ガ イ ド 部 材 ３ ６ ａ に 設 け ら れ て お り 、 も う 一 組 の リ ブ ４ ４ ａ ， ４  
４ ｂ は 、 第 ２ の ガ イ ド 部 材 ３ ６ ｂ に 設 け ら れ て い る 。 図 １ ０ Ａ は ま た 、 貫 通 孔 ５ ２ も 示 し  
て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 １ ０ Ｂ は 、 図 ９ に 示 し た イ ン プ ラ ン ト 及 び ガ イ ド 部 材 を 、 一 組 の ガ イ ド 部 材 ３ ６ ａ ，  
３ ６ ｂ の 遠 位 端 側 か ら 見 た 図 で あ る 。 図 １ ０ Ｂ は 、 リ ブ ４ ４ ａ ， ４ ４ ｂ 夫 々 が イ ン プ ラ ン  
ト １ ０ の 溝 ２ ８ （ 窪 み ２ ８ ａ ） に 係 合 し て い る こ と が 示 さ れ て い る 。 各 リ ブ ４ ４ ａ ， ４ ４  
ｂ は 、 溝 ２ ８ （ 窪 み ２ ８ ａ ） 夫 々 の 深 さ よ り も 長 い 寸 法 で あ る 。 一 実 施 形 態 で は 、 リ ブ ４  
４ ａ ， ４ ４ ｂ は 、 各 溝 ２ ８ （ 窪 み ２ ８ ａ ） の 深 さ よ り も 長 い 半 径 Ｒ の 凸 状 外 面 を 有 し 、 こ  
れ に よ り イ ン プ ラ ン ト １ ０ の 外 面 （ 上 面 １ ４ 及 び 下 面 １ ６ ） と 、 ガ イ ド 部 材 ３ ６ ａ ， ３ ６  
ｂ 夫 々 の 細 長 部 材 ４ ２ の 内 面 ３ ８ と の 間 に 隙 間 が 設 け ら れ て い る 。 こ れ に よ り 、 外 科 進 入  
路 ３ ２ ０ に 沿 う イ ン プ ラ ン ト １ ０ の 移 動 は 、 リ ブ ４ ４ ａ ， ４ ４ ｂ の 溝 ２ ８ （ 窪 み ２ ８ ａ ）  
に 対 し て 係 合 摺 動 に よ り 実 現 さ れ る 。 換 言 す れ ば 、 上 面 １ ４ 及 び 下 面 １ ６ は 、 ガ イ ド 部 材  
３ ６ ａ ， ３ ６ ｂ 夫 々 の 内 面 ３ ８ に 対 し て 摺 動 す る こ と な く 、 イ ン プ ラ ン ト １ ０ は 外 科 進 入  
路 ３ ２ ０ 内 に 押 し 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 説 明 に お い て リ ブ ４ ４ ａ ， ４ ４ ｂ は 、 各 ガ イ ド 部 材 ３ ６ ａ ， ３ ６ ｂ の 外  
縁 に 設 け ら れ て お り 、 イ ン プ ラ ン ト １ ０ は ガ イ ド 部 材 ３ ６ ａ ， ３ ６ ｂ よ り も 幅 広 で あ る が  
、 イ ン プ ラ ン ト １ ０ は ガ イ ド 部 材 ３ ６ ａ ， ３ ６ ｂ よ り も 幅 狭 と な る 形 状 で あ っ て も よ い と  
認 識 さ れ る べ き で あ る 。
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【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 １ １ 及 び 図 １ ２ は 、 係 合 部 材 ４ ８ ａ ， ４ ８ ｂ の 他 の 実 施 形 態 を 示 す 。 第 １ 及 び 第 ２ の  
筒 体 部 分 ５ ０ ａ ， ５ ０ ｂ （ 図 １ １ 及 び 図 １ ２ で は 第 １ の 筒 体 部 分 ５ ０ ａ の み 図 示 し て い る  
） の 内 面 の 嵌 合 に は 、 ペ グ ５ ６ 及 び 開 口 ５ ８ が 用 い ら れ る 。 ペ グ ５ ６ は 磁 石 で あ っ て 、 筒  
体 ５ ０ は 磁 場 を 形 成 す る 材 料 製 で あ っ て も よ い 。 こ の 場 合 ペ グ ５ ６ は 、 対 応 す る 開 口 ５ ８  
に 磁 気 的 に 係 合 す る 。 な お こ こ で は 係 合 機 構 ４ ６ の 半 分 の み 、 即 ち 係 合 部 材 ４ ８ ａ の み が  
示 さ れ て い る と 理 解 さ れ る べ き で あ り 、 図 示 さ れ て い な い 係 合 部 材 ４ ８ ｂ は 、 係 合 部 材 ４  
８ ａ と 対 称 な 形 状 を 有 し て い る の で 、 係 合 部 材 ４ ８ ａ に つ い て の 説 明 が 、 係 合 部 材 ４ ８ ｂ  
に つ い て の 説 明 に 充 分 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ９ Ａ － ９ Ｅ で は 、 手 術 部 位 ３ ０ ０ へ イ ン プ ラ ン ト １ ０ が 導 入 さ れ る 低 侵 襲 性 脊 椎 手 術  
を 実 施 す る た め の シ ス テ ム ６ ０ が 示 さ れ て い る 。 シ ス テ ム ６ ０ は 、 図 ９ Ａ に 示 す よ う に 、  
外 科 進 入 路 ３ １ ０ を 生 成 す る 器 具 ５ ０ ０ を 備 え る 。 こ の 器 具 ５ ０ ０ は 既 存 の も の で あ り 、  
例 え ば レ ト ラ ク タ を 備 え る 。 以 下 の 説 明 に お い て 器 具 ５ ０ ０ は レ ト ラ ク タ ５ ０ ０ と も い う 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 シ ス テ ム ６ ０ は 更 に 、 図 ９ Ｂ － ９ Ｅ 、 そ し て 図 １ － ４ で 図 示 す る よ う な イ ン プ ラ ン ト １  
０ を 備 え る 。 イ ン プ ラ ン ト １ ０ は 、 上 面 １ ４ 及 び 下 面 １ ６ を 有 す る イ ン プ ラ ン ト 本 体 １ ２  
を 備 え る 。 上 面 １ ４ 及 び 下 面 １ ６ の 両 面 に 夫 々 、 一 対 の 溝 ２ ８ が 設 け ら れ て い る 。 溝 ２ ８  
は 互 い に 略 平 行 で あ り 、 イ ン プ ラ ン ト 本 体 １ ２ の 長 さ 方 向 に 延 び て い る 。 イ ン プ ラ ン ト １  
０ の 遠 位 端 で は 、 手 術 部 位 ３ ０ ０ の 隣 接 す る 椎 骨 １ ０ ０ の 間 に イ ン プ ラ ン ト １ ０ を 挿 入 し  
易 く な る よ う に 、 テ ー パ 面 が 形 成 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 シ ス テ ム ６ ０ は 更 に 、 一 組 の ガ イ ド 部 材 ３ ６ ａ ， ３ ６ ｂ を 有 す る ガ イ ド ３ ４ を 備 え る 。  
ガ イ ド 部 材 ３ ６ ａ ， ３ ６ ｂ は 夫 々 、 細 長 部 材 ４ ２ を 有 す る 。 細 長 部 材 ４ ２ の 内 面 ３ ８ は 、  
外 科 進 入 路 ３ ２ ０ を 規 定 す る 。 細 長 部 材 ４ ２ の 内 面 ３ ８ に は 、 両 側 辺 部 に 長 さ 方 向 に 延 び  
る 一 組 の リ ブ ４ ４ ａ ， ４ ４ ｂ が 設 け ら れ て い る 。 こ の リ ブ ４ ４ ａ ， ４ ４ ｂ は 、 イ ン プ ラ ン  
ト １ ０ の 溝 ２ ８ 夫 々 に 対 し 係 合 摺 動 す る よ う に し て あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ９ Ｂ で は 、 ガ イ ド ３ ４ が イ ン プ ラ ン ト １ ０ と 共 に 、 器 具 ５ ０ ０ に よ り 生 成 さ れ た 外 科  
進 入 路 ３ １ ０ へ 挿 入 さ れ て い る 。 イ ン プ ラ ン ト １ ０ は 、 リ ブ ４ ４ ａ ， ４ ４ ｂ 夫 々 が そ の 溝  
２ ８ に 係 合 す る よ う に し て 、 ガ イ ド 部 材 ３ ６ ａ ， ３ ６ ｂ の 間 に 配 置 さ れ て い る 。 器 具 ５ ０  
０ は そ の 後 身 体 か ら 除 去 さ れ て も よ い 。 こ れ に よ り 筋 肉 が 開 放 さ れ 、 ガ イ ド 部 材 ３ ６ ａ ，  
３ ６ ｂ の 遠 位 端 が 、 ガ イ ド 部 材 ３ ６ ａ ， ３ ６ ｂ に よ っ て ガ イ ド ３ ４ で 生 成 さ れ る 外 科 進 入  
路 ３ ２ ０ と 共 に 、 互 い に 近 接 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 シ ス テ ム ６ ０ は 更 に 、 挿 入 体 ４ ０ ０ を 備 え て も よ い 。 挿 入 体 ４ ０ ０ は 、 図 ９ Ｂ － ９ Ｅ に  
示 す よ う に 、 ガ イ ド 部 材 ３ ６ ａ ， ３ ６ ｂ の 間 の 外 科 進 入 路 ３ ２ ０ 内 で 手 術 部 位 ３ ０ ０ へ イ  
ン プ ラ ン ト １ ０ を 押 し 込 む よ う に し て あ る 。 図 ９ Ｂ は 、 ガ イ ド 部 材 ３ ６ ａ ， ３ ６ ｂ の 間 に  
配 置 さ れ た イ ン プ ラ ン ト １ ０ に 係 合 す る 挿 入 体 ４ ０ ０ を 示 し て い る 。 イ ン プ ラ ン ト １ ０ の  
溝 ２ ８ に は 、 ガ イ ド 部 材 ３ ６ ａ ， ３ ６ ｂ 夫 々 の リ ブ ４ ４ ａ ， ４ ４ ｂ が 嵌 っ て お り 、 外 科 進  
入 路 ３ ２ ０ を 手 術 部 位 ３ ０ ０ へ 向 け て 押 し 進 む イ ン プ ラ ン ト １ ０ が 軸 方 向 に 移 動 す る よ う  
に 作 用 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ９ Ｃ － ９ Ｅ で は 、 手 術 部 位 ３ ０ ０ か ら 器 具 ５ ０ ０ が 除 去 さ れ た 後 の 態 様 を 示 し て お り  
、 外 科 進 入 路 ３ １ ０ （ 図 ９ 及 び 図 ９ Ｂ 参 照 ） の サ イ ズ が 、 外 科 進 入 路 ３ ２ ０ の 大 き さ ま で  
減 少 し て い る こ と を 示 し て い る 。 特 に 、 図 ９ Ａ 及 び 図 ９ Ｂ で 示 し た レ ト ラ ク タ ５ ０ ０ は 、  
レ ト ラ ク タ ブ レ ー ド が 耐 久 性 及 び 剛 性 が 高 い チ タ ン 等 の 材 料 で 形 成 さ れ 、 ブ レ ー ド は 両 端  
部 で 互 い に 押 し 付 け 合 っ て い る か ら 、 略 筒 状 体 で あ る 外 科 進 入 路 ３ １ ０ を 維 持 す る 。 レ ト  
ラ ク タ ５ ０ ０ が 除 去 さ れ る と 、 ガ イ ド ３ ４ に 接 し て い る 部 分 の 筋 肉 が 内 側 に 締 ま る 。 特 に  
、 筋 肉 組 織 に よ り 掛 か る 力 が ガ イ ド 部 材 ３ ６ ａ ， ３ ６ ｂ を 一 体 に 押 し 包 ん で 外 科 進 入 路 ３  
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２ ０ の 大 き さ を 最 小 化 す る 。 イ ン プ ラ ン ト １ ０ が 手 術 部 位 ３ ０ ０ へ 向 け て 押 し 込 ま れ る に  
つ れ て ガ イ ド 部 材 ３ ６ ａ ， ３ ６ ｂ が 筋 肉 組 織 に よ り 掛 か る 力 に 勝 り 、 図 ９ Ｃ － ９ Ｅ に 示 す  
よ う に 、 イ ン プ ラ ン ト １ ０ が 手 術 部 位 ３ ０ ０ へ 移 動 す る 程 に 、 外 科 進 入 路 ３ ２ ０ が 押 し 開  
か れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 １ ３ で は 、 イ ン プ ラ ン ト １ ０ の 手 術 部 位 ３ ０ ０ へ の 挿 入 方 法 ６ ２ が 示 さ れ て い る 。 手  
術 部 位 ３ ０ ０ は 、 ２ つ の 隣 接 す る 椎 骨 １ ０ ０ の 間 で あ る 。 外 科 進 入 路 ３ １ ０ が レ ト ラ ク タ  
５ ０ ０ 等 の 器 具 ５ ０ ０ に よ り 生 成 さ れ る 。 挿 入 方 法 ６ ２ は 、 イ ン プ ラ ン ト １ ０ を 用 い る 。  
イ ン プ ラ ン ト １ ０ は 、 上 面 １ ４ 及 び 下 面 １ ６ を 有 す る イ ン プ ラ ン ト 本 体 １ ２ を 備 え る 。 上  
面 １ ４ 及 び 下 面 １ ６ の 両 面 に 夫 々 、 一 対 の 溝 ２ ８ が 設 け ら れ て い る 。 溝 ２ ８ は 互 い に 略 平  
行 で あ り 、 イ ン プ ラ ン ト 本 体 １ ２ の 長 さ 方 向 に 延 び て い る 。 イ ン プ ラ ン ト １ ０ の 遠 位 端 で  
は 、 手 術 部 位 ３ ０ ０ の 隣 接 す る 椎 骨 １ ０ ０ の 間 に イ ン プ ラ ン ト １ ０ を 挿 入 し 易 く す る よ う  
に 、 テ ー パ 面 が 形 成 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 挿 入 方 法 ６ ２ は 更 に 、 一 組 の ガ イ ド 部 材 ３ ６ ａ ， ３ ６ ｂ を 有 す る ガ イ ド ３ ４ を 用 い る 。  
ガ イ ド 部 材 ３ ６ ａ ， ３ ６ ｂ は 夫 々 、 細 長 部 材 ４ ２ を 有 す る 。 細 長 部 材 ４ ２ の 内 面 ３ ８ は 、  
外 科 進 入 路 ３ ２ ０ を 規 定 す る 。 細 長 部 材 ４ ２ の 内 面 ３ ８ に は 、 両 側 辺 部 に 長 さ 方 向 に 延 び  
る 一 組 の リ ブ ４ ４ ａ ， ４ ４ ｂ が 設 け ら れ て い る 。 こ の リ ブ ４ ４ ａ ， ４ ４ ｂ は 、 イ ン プ ラ ン  
ト １ ０ の 溝 ２ ８ 夫 々 に 対 し 係 合 摺 動 す る よ う に し て あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 挿 入 方 法 ６ ２ は 、 ス テ ッ プ １ ０ ０ に お い て 、 器 具 ５ ０ ０ を 用 い て 外 科 進 入 路 ３ １ ０ を 生  
成 す る こ と か ら 開 始 さ れ る 。 外 科 進 入 路 ３ １ ０ に 器 具 ５ ０ ０ が 挿 入 さ れ る ま で 徐 々 に 拡 張  
さ れ る 初 期 的 な 開 口 を 生 成 す る た め に 拡 張 器 等 の 他 の 器 具 が 用 い ら れ て も よ い と 認 識 さ れ  
る べ き で あ る 。 挿 入 方 法 ６ ２ は 次 に 、 一 組 の ガ イ ド 部 材 ３ ６ ａ ， ３ ６ ｂ を 外 科 進 入 路 ３ １  
０ に 挿 入 す る 。 こ の と き ガ イ ド 部 材 ３ ６ ａ ， ３ ６ ｂ の 係 合 部 材 ４ ８ ａ ， ４ ８ ｂ は 、 ガ イ ド  
部 材 ３ ６ ａ ， ３ ６ ｂ の 近 位 端 を 、 ガ イ ド 部 材 ３ ６ ａ ， ３ ６ ｂ の 遠 位 端 が 離 れ て 配 置 さ れ る  
よ う に 一 体 に 保 持 し 、 長 さ 方 向 に 沿 っ て 均 一 な 寸 法 と し た 外 科 進 入 路 ３ １ ０ を 生 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 挿 入 方 法 ６ ２ で は 、 次 の ス テ ッ プ １ １ ０ に お い て 、 対 向 す る ガ イ ド 部 材 ３ ６ ａ ， ３ ６ ｂ  
の 間 で あ る 外 科 進 入 路 ３ ２ ０ に イ ン プ ラ ン ト １ ０ を 配 置 す る 。 こ の と き 、 イ ン プ ラ ン ト １  
０ の 上 面 １ ４ 及 び 下 面 １ ６ の 溝 ２ ８ に 夫 々 、 リ ブ ４ ４ ａ ， ４ ４ ｂ を 嵌 め る よ う に し て 配 置  
す る 。 ガ イ ド ３ ４ は 、 ガ イ ド 部 材 ３ ６ ａ ， ３ ６ ｂ の 間 に 配 置 さ れ た イ ン プ ラ ン ト １ ０ と 共  
に 、 レ ト ラ ク タ ５ ０ ０ に よ り 生 成 さ れ た 外 科 進 入 路 ３ １ ０ 内 に 設 置 さ れ て も よ い と 認 識 さ  
れ る べ き で あ る 。 又 は 、 イ ン プ ラ ン ト １ ０ は 、 ガ イ ド ３ ４ が 外 科 進 入 路 ３ １ ０ に 挿 入 さ れ  
た 後 に 、 ガ イ ド 部 材 ３ ６ ａ ， ３ ６ ｂ の 間 に 挿 入 さ れ て も よ い 。 挿 入 方 法 ６ ２ で は 、 次 の ス  
テ ッ プ １ ２ ０ に お い て 、 器 具 （ レ ト ラ ク タ ） ５ ０ ０ を 外 科 進 入 路 ３ １ ０ か ら 除 去 す る 。 こ  
れ に よ り 筋 肉 組 織 が 開 放 さ れ て ガ イ ド 部 材 ３ ６ ａ ， ３ ６ ｂ の 遠 位 端 を 一 体 に 押 し 包 み 、 レ  
ト ラ ク タ ５ ０ ０ に よ り 生 成 さ れ た 外 科 進 入 路 ３ １ ０ を 狭 め る 。 つ ま り 、 器 具 ５ ０ ０ の 除 去  
に よ り 、 外 科 進 入 路 ３ １ ０ は 、 ガ イ ド 部 材 ３ ６ ａ ， ３ ６ ｂ に よ り 生 成 さ れ る 外 科 進 入 路 ３  
２ ０ へ 縮 小 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 挿 入 方 法 ６ ２ で は 、 次 の ス テ ッ プ １ ３ ０ に お い て 、 イ ン プ ラ ン ト １ ０ を 外 科 進 入 路 ３ ２  
０ 内 に 押 し 込 む 。 イ ン プ ラ ン ト １ ０ は 、 外 科 進 入 路 ３ ２ ０ 内 へ ロ ッ ド 状 の 挿 入 体 ４ ０ ０ に  
よ っ て 押 し 込 ま れ て も よ い 。 こ こ で ロ ッ ド 状 の 挿 入 体 ４ ０ ０ は 、 係 合 機 構 ４ ６ に て 形 成 さ  
れ る 貫 通 孔 ５ ２ に 挿 通 さ れ る 。 こ こ で 図 ９ Ｅ に 示 す よ う に 、 イ ン プ ラ ン ト １ ０ が 押 し 込 ま  
れ て ガ イ ド 部 材 ３ ６ ａ ， ３ ６ ｂ を 通 過 す る と 、 筋 肉 組 織 か ら 掛 か る 力 は 、 ガ イ ド 部 材 ３ ６  
ａ ， ３ ６ ｂ に よ り 生 成 さ れ る 外 科 進 入 路 ３ ２ ０ を 狭 め る 。 イ ン プ ラ ン ト １ ０ は 、 図 ９ Ｅ に  
示 す よ う に 手 術 部 位 ３ ０ ０ に 導 入 さ れ る 。 挿 入 方 法 ６ ２ は 、 次 の ス テ ッ プ １ ４ ０ に お い て  
生 体 骨 の 成 長 材 料 を イ ン プ ラ ン ト １ ０ へ 導 入 す る 処 理 を 含 む 。 こ の よ う に し て 、 挿 入 方 法  
６ ２ は 、 レ ト ラ ク タ ５ ０ ０ を 除 去 し 、 ガ イ ド ３ ４ を 使 用 し て イ ン プ ラ ン ト １ ０ を 挿 入 す る  
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こ と に よ り 、 レ ト ラ ク タ を 使 用 し て 長 い 期 間 、 筋 肉 を 緊 張 状 態 と し た ま ま と す る こ と が な  
い 。 こ れ に よ り 、 患 者 の 回 復 期 間 を 短 縮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 上 述 し た よ う に 特 定 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 願 の 発 明 の 意 図 及 び 範 囲 に 反 す  
る こ と な し に 、 他 の 多 様 な 変 更 及 び 修 正 が 適 用 可 能 で あ る と 理 解 さ れ る べ き で あ る 。 ま た  
、 本 願 発 明 の 多 様 な 側 面 に つ い て 説 明 を 行 な っ た が 、 組 み 合 わ せ ら れ る と は 限 ら な い 。 例  
え ば 、 イ ン プ ラ ン ト は 、 イ ン プ ラ ン ト の 上 面 及 び 下 面 夫 々 に 対 に な る 溝 を 有 さ な い 場 合 、  
上 面 及 び 下 面 の 対 応 す る 二 辺 の 長 さ 方 向 に 沿 っ て 延 び る １ つ の 溝 を 有 し て い て も よ い 。 こ  
の よ う な 実 施 形 態 で は 、 ガ イ ド は 夫 々 、 対 応 す る 溝 に 沿 っ て 手 術 部 位 へ 向 け て イ ン プ ラ ン  
ト を ガ イ ド す る １ つ の リ ブ を 持 つ ガ イ ド 部 材 を 有 し て い る 構 成 で あ っ て も よ い 。 ま た 他 の  
実 施 形 態 で は 、 イ ン プ ラ ン ト は １ つ の 溝 の み を 有 す る 構 成 と し て も よ く 、 こ の 場 合 、 ガ イ  
ド は 一 組 の ガ イ ド 部 材 を 有 す る が 、 一 方 の ガ イ ド 部 材 の み が 、 イ ン プ ラ ン ト を 手 術 部 位 へ  
向 け て ガ イ ド す る た め に 溝 に 嵌 合 す る リ ブ を 有 す る 構 成 で あ っ て も よ い 。 本 実 施 の 形 態 で  
は 器 具 、 シ ス テ ム 及 び 方 法 は 前 方 向 で 説 明 し た が 、 本 実 施 の 形 態 で 説 明 し た 器 具 、 シ ス テ  
ム 及 び 方 法 は 側 方 又 は 後 方 へ 向 け た 他 の 外 科 手 術 で 使 用 さ れ て も よ い も の と す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 本 特 許 出 願 は 、 ２ ０ １ ５ 年 ９ 月 ２ ３ 日 出 願 の 米 国 出 願 ６ ２ ／ ２ ２ ２ ， ５ ５ ２ 号 に 基 づ く  
優 先 権 を 主 張 し 、 前 記 出 願 明 細 書 の 記 載 内 容 を 引 用 に よ り 組 み 込 む 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 ９ Ａ 】

【 図 ９ Ｂ 】 【 図 ９ Ｃ 】
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【 図 ９ Ｄ 】 【 図 ９ Ｅ 】

【 図 １ ０ Ａ 】 【 図 １ ０ Ｂ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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